
403

結核菌の定量培養 に關する研究
其の六)前 処 理 と鶏 卵 培地 中 に

混入 された 燐酸 塵 との関係(第 一報)

財團法人結核豫防會結核研究所(所 長 隈部英雄)

(指導 柳澤 諜)

小 川 辰 次

1.紅 論 は謝 融 夫砒 色して測定した・

我 底々以前(・)に、結核菌浮游液の様に、前虚理II■ 實 験 成 績
、しないものを植える揚合には、酸性の燐酸盤の入(A)酸 性の燐酸塵の實験成績

の な

つた培地が奮育のよい事 を述べたが、今同は、更(a)K1玉PO↓

に、酸或いはアルカリで前塵理 した ものを鶏卵培1・ 菌浮游液による實験

地に植える場合に・培地中に混入した燐酸盤が、 長期間櫃代培養して保存した人型菌、陸F株 の

結核菌の螢育に封 して・どの様に影響するかを・ グ リセン馬鈴薯培地、4週llll培養の ものを、滅菌蒸

申し述べる。 溜水で1cc中3mg含 む菌浮游液喜 作 り、1分 間

・・賊 方法 磁 謙 灘 欝 鰻 粥 彦略 認
酸 性の燐 酸 盤 と して ぽKH2PO4,NaH2PO4をH水 を4・5cc宛 分 注 した もの に0.5cc宛 加 えて更

又 、 アノ功 リ性 の もの と して は 、Na2HPO4を 用ge第1圖NaOH水 で威理 した ものを

Nへ 之等 を蒸 溜 水 で1%～4%oと し、之 を基 汁 と 、KH.PO・ 培地に培養 した成績

播 灘 簸 鞠 盟 響 早'i一 ン 齢 液噸 一p
　

線 をO.04%に 加 えて 、 中試 験 管 に5～6cc宛 分 βタ ＼
　

翫 て 凝 購 でgo.c・ 塒 聞 で ・滅 鹸 固 し・'2e＼ ＼tii

讐嬰黛禦 旛瓢編錨灘雛 誕 π:＼、＼で △ 三 三ll瑳∵水
い メ

ァ効 リ幽 燐鰹 の混入した馳 には1%-4%4e＼ マ ー繭 ボ
の硫酸水を用い・酸性の燐酸盤の混入した培地に 〃 ＼/

は1%～4%の 龍 謎 水を用いて、結核菌灘`
ae㌔ …,乙.'ノ

液 、喀疫 等 を前 庭 理 した もの を、直 ち に1ccの メ/
60/

ス ピペ ッ トで0・1cc宛 培 養 し・培 地 を適 當 に動 か/

して、斜 面 全 髄 を編 し、斜 面壷 に斜 面 を上 に してse ,ノ ・

並べ37◎Cの 購 階 に1～2日 入 れ て 継 、圭説 聚40 。/zaw

申の液 の乾 燥 す るの を侯 つ て 封 蝋 し、培地 をた て 港"。

て朧 夙 れ、37・Cのmpgpeeva入 れて時々撚 翫 、

して、聚落獲育の有無を検査 し、聚落が嚢育した,・

ら其の都度敏え、融合 しないで、しか も充分に獲 ↑ △x・

育した徽 晩 選んで、聚緻 緻 えて比較し ÷ 踊
た 。又培 地め 凝 固 水 のpHは 試 験紙 で 、基 汁 のPH→ 培 地asN類
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に10倍 稀 繹 と し、更 に 同檬 に して100倍 稀 繹 とす

る9即 ち1cc中3mgの 上 澄 を3000倍 に稀 繹 し

た 事 とな る。 之 を直 ち に0.1cc宛 、KH2PO4の1

--3%ec基 汁 に混 入 した培 地 及 び
、岡 片 倉 培 地 に夫

々5本 宛 植 え 、3週 目 に獲 育 した 聚落 を数 え 、培

地1本 に叢 育 した 李 均 敬 を比 較 した◎

今 、 基 汁 にKH2PO4の み の 混入 され た培地

は 、夫 々の 梶 入量 に從 つ て1%KH黛PO4培 地 、

2%Ktt・ ・PJI培 地 、3%K耳 黛Pq培 地 と樗 す る事 に

す る 。 横 にKH2POIの1--3%培 地 と岡 片倉 培

地 を取 り、縦 に 聚 落 歎 を記 レ て 、其 の 相關調 係 を

見 る と 、第1圖 の様 に な る ◎

即 ち1%NaOH水 虞 理 に於 て は1%KH2PO4培

地 が 聚 落 が 最 も多 く、次 いで2%、3%KH2PJ4±k

地 で あ り、 岡 片倉 培 地 は 最 も少 い ◎ 又2%NaOH

水 で も1%KH2PO4培 地 が 最 もよ くて 、2.ちKH2PO4

培 地3%KH2PO{培 地 で は 聚 落 の 歎 は 少 く、岡 片

倉培 地 で は全 然獲 育 しな い。 次 に3%NaOH水 の

虞 理 で は3%KH2PO4培 地 が 最 も聚 落 が 多 くてN

2%KH・PO4培 地 、1%KH2PO4培 地 とな る に随iつ

て 、 聚落 数 は少 い。 そ して悶 片 倉 培 地 は全 然襲 育

しな い。4%NaOH水 の 麗 理 に 於 て も3%NaOH

水 の揚 合 と同様 の 傾 向 を示 して い るの

以 上 を綜 合 す る と1%～2%NaOH水 の虞 理 で

は1%K硬PO4培 地 の様 にKH2PO4の 少 量 に混

入 され た 培 地 が 獲 育 が よ く、3%～4%NaOH水 の'

虞 理 で は3%KH2PO{培 地 の様 に ・KH2PO4の 量 、

の 多 い培 地 の 方 が襲 育 が よい 。 叉 岡片 倉 培 地 に 於

て は1%NaOH水 の 虞 理 に於 て の み僅 に獲 育 を示

した の み で あ つ て2%以 上 の 濃 度 のNaOH水 に
、

於ては、何れ も螢育を味 していない。

2.喀i廃 による實験

塗抹染色標本で、1観野申7～8個 の結核菌の認

められる粘液膿様のK氏 の喀痩1cc前 後を、滅菌

した乳鉢に採 り、丹念に播 ゆ、滅菌蒸溜水で先 さ

10倍に稀繹 して、均等な喀疾浮游液とし、更に10

倍宛に稀繹 して104倍 とし、 豫め4・5cc宛 分注

して置V・た1%～4%のNaOH水 に前記の喀疫

浮灘液 をメスピベッFで α5cc宛 加えて、結局10s

倍に稀繹 して、其の α1cc宛 を、各培地に5本 宛

培養 し、5週 目に螢育 した聚落の挙均殖を比較 し

な

た 、其 の 成 績 は第 二 圖 の様 で あ る。

第2圖NaOH水 で庭理 した ものを

KH,PO.培 地 に培墾 した成綬

(喀褻の場合)
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帥 ち1%、2%のNaOH水 の塵i理に 於 て は1%

KH2PO4が 最 も聚 落 が 多 く、2%3%4%と

KH2PO4の 量 の 檜 す`(随 つ て、聚 落 敬 が 減 少 して

來 て居 り、 岡 片倉 培 地 で は1%NaOH水 に於 て の

み 僅 に焚 育 して"る の みで あ つ てKH?PO4培 地
ノ

sに比 して著明に聚落籔は少い。又2%NaOH水 の

虞理に於ては全然獲 育していない。3%NaOH水

の庭理では、3%KH2PO4培 地が最 も聚落が多く、

次いで4%KH2PO4培 地、2%KH=PO4培 地であ

り、1%KH2PO4培 地は最 もi聚落が少V・。 又岡片

倉培地では、菌は全 κ獲育 していない。4%NaOH

水の虚理では、3%NaOH水 の威理の場合 と全 く

同様であつて、3%KH2PO4培 地が、最 も聚落が

多IP◎ そして1%KH2PO4培 地が最 も少 く、岡片

倉培地では陰性を示 しているb

之を綜合して見 ると、NaOH水 の濃度の低いも

ので虞理する時は、KH2PO4の 少量に混入された

培地がよく、又NaOH水 の濃度の高い もので盧

理する揚合には、KH2PO4の 量の多 く混入された

培地が爽育がよいと云ふ事が幽來るQ

3。小 括

以上2っ の實験は、同檬の事を一方は菌浮游液に

__-12___
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就いて、一方は喀痩に就いてやつたのであるが、

個々の成績はかな りの喰い違いがある。之は純粋

培養の菌株 と、喀痩中の菌株 と云 う差異にもよる

であろうし・喀痩の綾衝作用と云 うものも考えら
ノ

れるし又喀湊中の結核菌は、乳鉢でよく揺つて、

其の分散 を可及的に均等にしたとは云え、かなり

の不李等は冤れないと思われる♂随つて之等の事

が成績の喰い違いを生 じた ものと思 われるが、し

かし之等の實験威績に於ては、一つのはつきりし

た傾向を認 める事が 出來る。 即ち1%～2%の

NaOH水 の様に濃度の低いもので前虞理す る揚合

は・KHIPO茎 の少量に入つた培地の獲育が良 く、

NaOH水 の濃度が3%4%と 濃 くなるに連れて、
KH2POiの 量 も多 く混入 され左培地が良 く、又岡

片倉培地はKH,PO4の みの混入 された培地に比

㌔して明かに劣 り2%以 上の濃度のNaOH水 の盧

理では全然獲育を示さない。

(b>NaH2PO4

1cc中30mg含 む様に調製されたBCG原 液 を

滅菌蒸溜水で稀繹して・10-imgと し、之 を前同

第3團NaOH水 で慮理してNaH2POe

培地及び岡片倉培地に培養した

成績(菌 浮游液)
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様 に して1%～4%のNaOH水 で 更 に10倍 に

稀 狸 して10"2mgと し、 其 のO.1cc宛 をNaH2PO4

の み を1%～3%に して 、 之 を基 汗 と して作 つ た

培 地 、 即 ち1%～3%NaH2PO"培 地 及 び岡 壕倉

培 地 に夫 々5本 宛 培 養 し、3週 目 に獲 育 した 聚 落

籔 を敬 え、 ユ本 の培 地 に嚢 育 しだ 聚落 数 を比 較 し

た 。 其 の 成績 は 、蟷第 三 圖 の様 で あ る。

自Pち1%NaO耳 水 の魔 理 に於 て は1%NaH2PO4

増 地 が 最 もi聚落 が 多 く、2%Na恥PO4培 地3%Na

H2PO4培 地 と な るに膿 つ て 、 際 落 数 が次 第 に減

少 し、 岡 片倉 培 地 に 於 て は全 然 嚢 育 し毒な い 。 又

2%NaOH水 の虞 理 で は 、1%Na琉PO4培 地 と

2%Na耳PO4培 地 が最 もよ くて 、爾 者 の 間 に大 差

を認 め な いが 、3%NaHtPO4培 地 に於 て は 、 聚落

が 著 明 に減 少 し、岡片 倉培 地 は陰 性 を示 して い る
。

3%NaOH水 ・4%NaOH水 の 礎理 で は2タ。NaH2PO4

培 地 が最 も聚落 が 多 くて 、次 い で3%NaH2PO4培

地 が よ く、1%NaH£Pql培 地 は最 も悪 い.又 岡 片

倉 培 地 に 於 て は 、全 然 畿 育 しで い な い.

即 ちlaH2PO4培 地 に於 て もK恥PO4培 地 と

同様 にNaOH水 の前 魔 理 で は 、 濃 度 の低 い場 合

はNaEtltPOiの 少量 に混 入 され た 培 地 が よ く、濃

度 の 低V・ もの で前 塵 理 す る揚 合 はNaH2POiの 量

の 多 く混 入 され た培 地 が よい と云 う事 が 出 來 る6

(B)ア ル カ リ性 の燐 酸 塵 の貿 験 成績

1・ 菌 浮 游 液忙 よ る實 験

K艮PO4培 地 を用 い 、菌 浮 游 液 をNa〈)H氷 で

庭 理 して培 養 す る と同時 に(第 一 圖 参 照)同 一 の繭

浮 游 液 を同 様 の 方法 に よつ て 、硫 酸 水 で 虞 理 した

もの を ・i欠の 様 な培 地 に培 養 した 。印 ちNa2HPO茎

を 蒸 溜水 で1%～3%に して 、之 を基 井 と して培 地

を 作 の・之 を夫 々」%N爲2HP偶 培 地 、2%Na:,HPO4

培 地 ・3%Na2HPO4培 地 とす るe之 等 の培 地 と同

時 に 封照 と して 岡 片 倉培 地 を用 い た.そ して 各 培

地 は5本 宛 を用 ひ 、4週 目に嚢 育 した聚 落 数 の1
れ び

本 李 均 値 を出 し比較 した。 其 の成 績 は第 四 圖 の 様

で あ る◎

印 ち1%H2SQ,水 の塵 理 で は、岡 片 倉培 地 が 最

も聚落 が多 くて ・次 いで よい の は1%N鳥2HP(囎

地 で あ る。 そ してNa.HPOiの 量 が2%、3%と

な る に蓮 れ て ・聚落 撒 は 次 第 に 減 少 して 來 る。

一 一13__ .
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一第4囲Hl∠SO4水 で塵理 してNa2HPO4

培地及び岡、片倉 培地に培養 し

た成績(菌 浮游液)
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2%H・ISO,水 、3%H£04水 の 虚理 で は 、2%

Na2HPO{培 地 が 最 も聚 落 が多 くて 、4%H£04水

の 虞理 で は 、3%罫 「a2HPO4増 地 が最 も聚落 が多 く、

Na2HPO4の 量 の 減 少す るに 随 つ て 、 聚 落 籔 も減

少 して い る。

2.喀 疫 に よる實 験

塗 抹 染 色 標本 で 、1硯 野 に4～5個 の 菌 の認 め

られ るT氏 の粘 液 膿 様 の疫 を1c¢ 前 後探 り、減 菌

し た乳 鉢 で よ く播 り、可 及 的 に均 等 と し、之 を滅
　

き

菌 蒸 溜 水で 稀 繹 して1D3と し、豫 め4・5gc宛 分 注

して お いた1%～3%の 硫 酸 水 に0・5cc宛 加 え て 、

結 局104倍 に稀 繹 して 、其 の0・1cc宛 をメ ス ピペ

ッ トで1%～3%Na-HPO4培 地 及 び岡 片 倉 培 地 に'
ぷ

夫 々5本 宛 培 養 し、4週 目に稜 育 した聚 落 数 を比

較 した ◎ 其 の 成績 は第 五 圖 の様 で あ る。

邸 ち1%H2SO4水 の虞 理 で は 、1%、2%の

Na灘PO{増 地 と、岡 片 倉 培 地 で は著 明 の差 は無

い が,3%Na2HPO4培 地 で は聚 落 籔 は 著 明 に減 少

して)・る◎ 又2%H2SOg水 の 塵理 で は2%Na2HPO4

培 堆 、3%Na2HPO4培 地 が 、 最 も聚 落 が 多 く、

3%鎚So{水 虞 理 で は3%Na2HPO4培 地 が 聚 落 が

最 も多 い。

4

第5圖H夢0廓 水 で堪 理 してNa2翼PO41

培 地 に培i養 した 成績(喀 褒 の場 合)
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Na2HPO(増 地 にH2SO4水 で虚 理 した もの を植

へた成績は、其の中に一・つの傾向を讃みとる事が

出來る◎印ち濃度の低い硫酸水を使用する場合は

Na2旺 》Olの量の少い培地が成績が良 く、H2SO4

水の濃度の高いものを使用する場合は、Na2HPO4

の量の多 く混入 された培地が 良いと云 う事であ

る。

但 し菌浮游液と、喀疾の場合を詳細に見 ると曲

線に於て多少の差があるが、之はK且2PO4培 地

にNaOH7kで 虞理 した ものを植えた時 と同様に、

保存菌株 と、喀湊中め菌株の差異、喀痩の緩衝作

用、喀湊申の結核菌が4ミ等になりに くかつた鮎な

どが成績に喰い蓮 いを生じた黙 と思われる急伺岡

片倉培地との比較では、1%硫 酸水の塵理では、 ・

Na2HPOi増 地 こ比して、 岡片倉培地が成綾がよ
ズ の

いが2%以 上 の濃 度 のH2SOK水 を使 用 す る場 合 ・

は 、Na:HPO4培 地 の 方 が獲 育が よい 。

(C)塘 地 の'p翼 に 就 い て

'(a)KE20
4培 地 にNaOH水 で 盧 理 した も

の を培i養した場 合'

i4
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100ccの 蒸 溜 水 にKH2PO4を19～39を 混入

し七 、之 を基 汗 と して 、先 づ 第 一 に其 のpHを 測

定 し、次 に之 等 の基 汁2CCに 封 して 鶏 卵 液 を4CC む

加えたものを滅菌凝固して、其の凝固水のpHを

はか り、次に鶏卵液と基汗 との混合液に之等のも

の1%～4%itaOH水 をO・lcc宛 加 えたものをよ

く混合して凝 固器で固めた時の凝固水のpEを 測

定すると同時に、岡片倉培地の夫々のpHを 測定

した。其の放績は、第一・表の檬である。

第1表KH嚢PO4培 地並びに岡片倉培地に

NaOH水 を混入した時のpHの 動き

第2表 喀婆をNaOH水 で露理LてKH2PO4

培地 に植 えた場合のpHの 動 き

培地の種類 ・%刎 剛 矧 恥一
6の&ρ砲照

εゆερaゆ服水H釦oN%1

一幽

&ゆ翻水H面N%4

冨

理
後
の
凝
固
水
品

6・・16・s

7D

2%Na・H水16・2!'m6・ ・16・ ・i6・ ・17・4

3%N&・咽62剛 危・圓 乳4

6・・6・ ・ レ4

　

培地の醐 い 矧2%3%隣 倉
}

原液のp剰 姻 刺 州 砿
▲

》

褄

画

水

pE

封 馴a6陣la・1鼠8

・蜘 ・H水レ ・い 痢a2iη

2%漁 ・H水1乳21a616β レ4

の擁MH水 「乳4i砿81a4レ4

4%MH水 乳6静21β41M
'

即 ち基 汁 のpHは 岡片 倉 培 地 に於 て は6.2で あ

るがKH?PO{の 夫 は4・8乃 至46で か な り酸 性

で ある。又、凝 固 水 のpHを み て も、岡 片 倉 培 地

の6・8に 比 してKH2PO4培 地 の それ は 、 夫 々

6・6,6.4,五〇,で あつ て 、多 少 酸 性 が 強 い。NaOH
　 り な

轍 を混 入した時 の培 地 のpHは 第 一 表 に 示 す 様

であるが 、1%及 び2%NaOH水 の 虎 理 で 聚落 の

最 も多 かつ た の はKH2Pσ{の19入 の培 地 で あ

つ て 、其 の場 合 の培 地 の凝 固 水 のpHは それ ぞれ

7・0・7・2であ り3%・4%NaOH水 の虎 理 で 、聚 落

数 の最 も多 か つ た の は39のK亙2PO4培 地 で あ

つズ 、何 れ もpHは6・4で あ る◎ 又 岡 片倉 培 地

に於 て は、1%NaOH水 の 虞理 で は7.2で あ り

2%～4%Na()H水 の 虚 理 で はpHは7。4で あ

る。尚NaOH水 で 庭 理 し七 喀 湊 を培 養 し、 培 養

後の3～4週 目の 培地 のpHを 見 る と第 二 表 の様

である◎ 即 ちKH2PO{の 培 地 は 、 多 少 酸 性 に傾

くのに反 して 、岡 片 倉 培地 に於 て は 、依 然 と しで

7・0～笑;4と アル カ リ性 を保 持 して い る。 此 の錨 は

岡片倉 培 地 がNaOH水 虞 理 で 登 育 が 不 利 な鮎 で

は なか ろ うか?

織

我 々にこの様にして、培養後の培地 のpHを 想

像 したのであるが、この實験は出來上つた培地に

前虞理 したものを植えるとは多少異 ると思われる

が、しか し大髄の傾向は うかがV・知 る事が餌來 る

と思われ る。以上の成績から、我々は、培養後の

pHは 鯨 り酸性で も、鯨 リアルカリ性でも嚢育が

悪 く、寧ろ、酸性に傾いた方が結核菌の畿育には

よいのではないか と考 えられる◎

(b)NaH2PO4培 地にNaOH水 で虞理した もの

を培養 した場合 璽

前と同檬にしてNaHePOiを 蒸溜水100¢cに 封

して19～39に 加え、其のpHを 測定 し、更に培

地の凝固水のpEを 測定すると、第三表に示す檬

にKH2PO4の 場合と殆んど同様であつて、 何れ

も酸性である◎.又NaOH水 をO・1cc加 えて凝固

し、凝固水のpHを 測定して見ても、KH露qの
の

第3表NaH2PO4培 地 にNaOH水 嶋

を混 入 した時 のpH・ の 動 き

培地蠣 類 い 劉2矧3%岡 片倉

原 液 のpH博 ・}3£la4i62

擬堕 照陣 溜 陣a8
固 職 ・H水17副q6162i74

　ハ
水12%MH水1∫2ia4!a2i弘4

の1
3細 畷 隔 い4a4レ4

喝緬 麻 鴨通 團 四
場 合 と同様 で あ る。NaHttPO4の 揚 合 は 實際 に

培 養 して 後 のpHは 検 査 して い な い が 、 恐 ら く

KH2PO4の 場 合 と同 様 に 酸 性 に傾 くの で ば 無 い か

一一 騨15-・_,
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と思われる。我 々はNaHcpO4の 場合に於て も、

酸性が絵 りに張くとも、又アルカ リ性が絵 り強 く

とも、獲育が悪いと云 う事が串來る◎

(C)Na2HPO4塘 地にH2SO4水 で虜理 したも

のを塔養 した場合

前同様にして、基汁のpH及 び、培地の凝固水.

のpHを 測定し、更に之等の培地にH2SOg水 怨

虞理 した ものを培養 した培地のpHを 測定 して見

ると、第四表 の檬である◎
し

第4表NacHPO4培 地にKSO4水 を

混 入 した時 のpHの 動き

1培 地
の種測 ・%12矧3%踏 創

原 液 の 測7・6{7司S・ ・16・2

凝

固

水

の

封 照 い ・7&・18ゆ6・8

目%職 水17・417・ ・17・616A

2%晒 水i7・4i7・4い 国6・4

13%H露SO{水

pll1

解 ・β・剃

6・316・8レ ・6・2

6・2}62i岡6・2

EPち基汗及び姻 水のpH粛 何れ もアノレヵ リ

性 で あ るb次 に1%H2SO{水 で 聚 落 の 最 も多 かつ

た の は 、岡 片 倉 培 地 でpHは6.4で あ る◎2%H£04

水 の虚 理 、で最 も聚 落 の多 か つ た の は2%Na2HPOd

培 地 でpHは7.4で あ る◎ 又3%H2SO4水 の塵

理 で 最 もよかつ た の は 、2%Na2HPO{培 地 でpH

が6、8で あ る。 そ して4%R2SO4水 で 、i聚落 の最
の

も多V・の は 、3%Na-HPO4培 地 でpHは6・4で

あ る。培 地 のpHが 長 い経 過 の 後 に 、 どの様 な傾

向 を示 す か は 今 後 の研 究 すべ き問 題 で あ るが 、此

の 場 合 に於 て も、培 地 のpHは 絵 り酸性 で も・蝕

リア ル カ リ性 で も畿 育 が 悪 い と云 う事 が 繊來 る。
ダ

IV.総 括 及び 考察

我々の實験は、菌液、或は喀湊 を適當に稀繹し

て、其の 磁cc宛 を植え、獲育 した聚落敏の数え

る事の出來る様にする事が必要であつて、飴 りに

聚落が多 くて歎えられない歌態で も、又鯨 りに聚

落数が少 くても、比較に困難がある。印ち獲育す

る聚落数が1本 の培地で100ケ 前後である事が最

も望ましいム しか し此の様な適當な稀繹は、毎常

得 られ る とは限 らす 、 た とえ菌 量 の一 定 した もの

を 使 用 して も、か な りめ喰 い違 い は冤 れ な い。 又

1ccの メ ス ピペ ツbを 使 用 して ・ 其 の0・1cc宛 を

培 養 した ので あ るが 、各 の實 験 に於 て 、常 に必 す

しも3一 定の製造規豊のものを使用する事は萬來

なかつた◎随つて其の閥に大きな誤差があつた事

は認めている。以上の事を念頭において、我々の

成績 を此虚に総括して見よう。我々は酸性の鱗酸

1謹としてはKH2POdeN琶H黛PO{と ・アルカ リ性の

燐酸盤 としては、Na2HPOsを 鶏卵培地に種々の

量に混入して、之に種々の濃度の酸、或はアルカ

リで虞理 して、蔚骸 菌を培養 し、其の酸育に謝す

る影響を見た◎呉の結果、沓燐酸肇の結核菌の褒

育に封する態度は、混入 される燐酸盤の種類によ

り、量によ り、又慮理する酸、アノレカリの別、或

は其の濃度によつて、かなり匪 々であるが、しか

し之を大きく見る時は、ある一定の傾向のある事

を認める事が出1來る。即ちKH2POIやNaH2PO4

の様に、酸性の燐酸塑 を混入 して作つた酸性の培

地にNaOH水 で虞理 したものを培養すると、周

片倉培地よりも著明に獲育がよく、そして一般に

NaOH水 の濃度の低い場合は、酸性の燐酸盤の量

も少い方がよいし、NaOH水 の濃度の高い揚合は

燐酸肇の量が多い方が嚢育が良い。次にアルカ リ

性の燐酸蜷自"ちN82HPO4を 混入して作つた培地

に、H2SO4水 で虞理 したものを植えると、H2SO4

水の濃度の低い揚合は、Na2HPぐ)1の 量の少い増

地が、H2SO4水 の濃度の高いもので庭理する場合

にはNa2且PO4の 量の多量に混入された培地が童v

育が良v・。 ・

伺我々は、培養した培地のpHを 槍査する事に

よ り、培地のpHが 鯨 りに酸性に傾いて も、或は

鯨 レにアルカ リ性に傾いても、獲育が悪い事を詮

明してV・る。又同 じpHで 態、嚢育に相違を來す,

のを見ると、燐酸盤の適量 と云 うものが、あるの

ではないかと考えられる。範 々は同一・の前虞理に

よつても、培地の異なる事:こよつて、蛮育する聚

落数に著明な差のKGる事か ら、種 々の材料を箭虚

理 したものを植える場合に於ける結核菌の襲育ご

は、材料中に含まれている結核菌への前虞理液の

直接の作用毒・培地に封するある種の前庭理液弔ン

_16一
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作用が、2次 的に結核菌の焚育に封 して影響する

ものとの2っ の影響の総和を考える事が出來る。

前者の影響 としての培壇つpHの 攣化が、大ぎな

役目を演するものである事は、前述の實験に於て

詮明されている◎我 々は結核菌の獲育を良 くする

爲には、此の爾面に注意 を向ける事が肝要である◎

師ち結棲菌 自身への直接の影響は、庭理時聞を短

くし、又虚理液の濃度を低 くする事によつて避け

る事が萬來るし、又培地のpHの 影響は燐酸塵の

毬々のものを種々の量に加える事によつて、褒育

の適當なpHに する事が出來る事 を知つた◎尚我

々の實験に於ては、前嘘理液の培地への影響は、

pEに 開するのみでなV・事は、同じ程度のpHの

揚合でも、聚落数に於て、其の聞にかな りの差が

ある事でもわかる◎我々は燐酸蛭の適量 と云 う様
　

なものがあるのではないかと考えている。

我 々は 前述の 實験により、前庭 理する揚合に

は、其の液の種類により、叉 其の濃 度に よう、

最も適當な、培地を選び出す事が萬來る様になつ

た^

V.結 論

1・NaOH水 で盧理 したものを培養する揚合に

は、KH2PqやNaH2PO4の 様な酸性の燐酸 盤の

みの混入された培地がよく、そしてNp.CH水 の

濃度の濃いもので塵理 したものを植えるのには、

酸性の燐酸盤の量の多いものが良V・し、濃度の低

いもので盧理する揚合ドは,少 量の燐酸麹の混入

された増地がよい。

2.酸 で虞理 した ものを培養する場合は、1%

H2SO4水 の前庭理では、 岡片倉培地が良いが、

2%以 上の濃度のもので前虞理する場合には、ア

ルカリ性の燐酸鰹であるNaL>HPO4の 入つた培地が
サ き

良 く,そして虞理液の濃度の低い揚合はIN'a2HPO4

の少量に入つた培地が良 く、濃度の高いもので塵

理する場合にはNa2HPO4の 多量に入つた増地が

よい。

&是 等の燐酸鰹の 大きな役目の 一つは緩衝作

用である。
鋤 文 猷

1)小 川 、 佐 波:結 核 、24:16,昭24,

肺結核症 に對 す る303製劑
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にかかわるもので、其の基礎馨學的研究か らして の浩長 を見るに、第1期 患者の菌陽性者5名 は治

結核の化學療法剤 として卓絶 した特性を持つてい 療2ケ 月にしてすべて陰性化し.第 五期患者の菌

ることを報告 されている。鈴木教授等は多数の結 陽性者14名 は4ケ 月連綾注射後9名 が陰性化し

核憲者の治療に慮用して、其の臨床的総括治療成 第皿期患者では菌陰性化は困難であるが、少 くと

噸 を吹の如 く述べている②。即ち、治療開始前の胸 も良好の傾向(減 少したものが多い)に あること
・部X一 線所見をTurban -Gerhardtの 秀類に從つ を観取した(以上陰陽の決定は培養成績による)㌔

で観察し、第1期 患者では治療1～3ケ 月で総て 以上は昭和20年7月 から昭和21年3月 に至る

輕快又は治癒の経過を示し、第玉【期患者では治療8ク 月の治療成績で、多 くは1同O.5～2.Occ宛 毎

3～6ケ月で諸症歌著 しく輕庚し、増悪経過 をとつ 日又は隔 日に筋肉注射を行つた結果である ぐ余等

た者がない。第斑期患者では6～8ケ 月治療を加 の今何 の注射量は教授等の第1圃 實験例より多量

えた稼に於ては其の約牛籔に於て症状好韓の傾向 に用V・た ものが多い)◎其の後鈴木氏等は大量 を筋
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